
●
は
じ
め
に

中
国
を
世
界
の
工
場
に
育
て
た
貨
物
輸
送
は
コ

ン
テ
ナ
輸
送
に
よ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
こ
そ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ

ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
を
成
立
せ
し
め
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
低
コ
ス
ト
物
流
を
可
能
と
し
た
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
水
際
の
結
節
点
が
港

湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。

二
○
○
六
年
の
全
中
国
港
湾
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

は
九
三
六
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
（
二
○
フ
ィ
ー
ト
標
準
換

算
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
香
港
の
二
三
五
四
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
を
加
え
る
と
世
界
の
四
分
の
一
を
占
め
る
。

そ
の
中
国
で
も
突
出
し
て
成
長
し
た
の
が
長
江
・

珠
江
両
デ
ル
タ
の
港
湾
で
あ
る
。
長
江
デ
ル
タ
に

は
上
海
が
あ
り
、
近
く
に
は
寧
波
が
あ
る
。
珠
江

デ
ル
タ
で
は
深
圳
、
広
州
が
台
頭
し
て
香
港
を
脅

圳
、
広
州
が
台
頭
し
て
香
港
を
脅

、
広
州
が
台
頭
し
て
香
港
を
脅

か
し
て
い
る
。
二
○
○
六
年
の
実
績
は
、
こ
の
両

し
て
い
る
。
二
○
○
六
年
の
実
績
は
、
こ
の
両

。
二
○
○
六
年
の
実
績
は
、
こ
の
両

デ
ル
タ
港
湾
群
だ
け
で
全
中
国
の
六
○
％
以
上
を

占
め
る
。
香
港
を
含
め
れ
ば
七
○
％
に
近
い
。

に
近
い
。

近
い
。

上
記
両
デ
ル
タ
に
加
え
て
渤
海
湾
地
域
の
天
津
、

青
島
、
大
連
が
あ
り
、
福
建
省
に
は
厦
門
が
大
港

湾
に
発
展
中
で
あ
る
。
い
わ
ば
国
を
挙
げ
て
の
港

湾
イ
ン
フ
ラ
拡
充
真
っ
盛
り
の
中
国
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
珠
江
デ
ル
タ
と
並
び
発
展
変
化
の
激

、
珠
江
デ
ル
タ
と
並
び
発
展
変
化
の
激

し
い
長
江
デ
ル
タ
の
港
湾
戦
略
に
焦
点
を
あ
て
て

検
討
す
る
。

●
世
界
上
位
を
占
め
る
中
国
港
湾
と
大

建
設
計
画

中
国
最
大
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
を
誇
る
上
海
の

二
○
○
六
年
に
お
け
る
実
績
は
二
一
七
一
万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
で
世
界
第
三
位
を
堅
持
、
深
圳
が
一
八
四
七
万

圳
が
一
八
四
七
万

が
一
八
四
七
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
第
四
位
に
つ
け
、
表
１
の
よ
う
に
二
○

位
以
内
に
は
青
島
、
寧
波
、
広
州
、
天
津
の
諸
港

が
並
ぶ
。
日
本
の
港
で
は
最
高
の
東
京
が
よ
う
や

く
二
三
位
で
あ
っ
た
。

二
○
○
○
年
以
降
の
中
国
主
要
港
に
お
け
る
コ

ン
テ
ナ
取
扱
量
の
増
加
を
見
る
と
、
全
港
湾
合
計

は
二
○
○
○
年
で
二
三
四
八
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
二
○
○

六
年
で
は
九
三
六
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
あ
っ
た
。
六
年

間
で
ほ
ぼ
四
倍
増
で
あ
っ
た
。
一
五
年
前
に
は
中

国
の
全
量
が
神
戸
一
港
に
も
及
ば
な
か
っ
た
が
、

い
ま
や
上
海
一
港
で
日
本
の
全
量
を
は
る
か
に
超

え
る
（
図
１
）。

（
図
１
）。。

中
国
港
湾
の
「
大
躍
進
」
を
支
え
た
の
は
大
胆

な
開
放
政
策
と
、
中
国
の
企
画
・
実
践
力
で
あ
る
。

本
格
的
な
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
一
九
九
○
年
代
後
半

か
ら
始
ま
っ
た
。
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
二
○
○
○

年
に
は
二
三
四
八
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
激
増
し
、
コ
ン
テ

ナ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
八
○
バ
ー
ス
を
数
え
る
ま

で
に
な
っ
た
。
全
国
平
均
バ
ー
ス
当
り
約
三
○
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
生
産
力
で
あ
る
が
、
繁
忙
を
極
め
る
上

海
港
や
深
圳
諸
港
、
そ
れ
に
青
島
な
ど
は
六
○
万

圳
諸
港
、
そ
れ
に
青
島
な
ど
は
六
○
万

諸
港
、
そ
れ
に
青
島
な
ど
は
六
○
万

〜
七
○
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
高
い
稼
働
率
と
な
り
、
東
京

港
の
二
四
万
程
度
と
比
べ
る
と
、
い
か
に
大
き
い

か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

コ
ン
テ
ナ
輸
送
シ
ス
テ
ム
は
装
置
産
業
で
あ
り
、

そ
の
基
幹
は
港
湾
設
備
す
な
わ
ち
コ
ン
テ
ナ
専
用

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。
船
舶
が
大
型
化
し
た
昨
今
、

一
隻
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
を
着
岸
荷
役
さ
せ
る
バ

ー
ス
は
、
わ
が
国
で
は
数
百
億
円
の
建
設
コ
ス
ト

を
要
す
る
。
中
国
で
も
一
○
○
億
円
以
上
は
か
か

る
。
中
国
で
は
、
そ
の
建
設
資
金
が
短
期
間
で
回

収
で
き
、
投
資
効
率
の
高
い
営
利
事
業
と
し
て
内

で
き
、
投
資
効
率
の
高
い
営
利
事
業
と
し
て
内

、
投
資
効
率
の
高
い
営
利
事
業
と
し
て
内

外
の
投
資
意
欲
を
誘
っ
た
。
中
央
政
府
も
そ
の
こ

と
を
承
認
し
勧
奨
し
た
。
先
進
外
資
企
業
へ
の
投

資
開
放
政
策
に
よ
り
、
短
期
間
に
最
先
端
設
備
の

コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
し
て
き
た
。
コ

ン
テ
ナ
貨
物
は
加
速
度
的
に
増
加
し
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
建
設
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
展
開
さ
れ
た
。

港
湾
事
業
対
外
開
放
の
背
景
に
、
二
○
○
一
年

長
江
デ
ル
タ
の
港
湾
発
展
─
世
界
の
工
場
を
支
え
る
コ
ン
テ
ナ
・
シ
ス
テ
ム
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の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
伴
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
イ
ン

フ
ラ
整
備
政
策
と
、
二
○
○
三
年
施
行
の
「
中
国

港
湾
法
」
に
基
づ
く
外
資
導
入
奨
励
政
策
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
世
界
各
国
の
港
湾
運
送
業
者

（
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
オ
ペ
レ
ー
タ
）
や
大
手
海
運
会

社
の
出
資
参
画
が
続
出
し
た
。
二
○
○
六
年
に
は

二
二
四
バ
ー
ス
が
稼
働
し
、
九
三
六
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

の
取
扱
量
と
な
り
、
バ
ー
ス
当
り
の
平
均
は
約
四

二
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
あ
っ
た
。

建
設
計
画
は
さ
ら
に
続
く
。
第
一
一
次
五
カ
年

計
画
期
間
内
（
二
○
○
五
〜
二
○
一
○
年
）
に
コ

ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
三
七
七
バ
ー
ス
に
増
強

す
る
と
公
表
し
た
が
、
さ
ら
に
中
華
航
運
網
（
二

○
○
七
年
三
月
七
日
付
け
）
の
報
道
で
は
、
二
○

二
○
年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
を
二
億
四
○
○
○
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
想
定
し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
行
う
と

い
う
。
こ
れ
は
、
全
国
六
○
○
バ
ー
ス
の
布
陣
で

あ
る
。

●
上
海
港
の
発

展
戦
略

①
黄
浦
江
か
ら
外

高
橋
へ

上
海
港
は
、
洋
山

港
（
後
述
）
の
新
戦

力
を
加
え
、
二
○
○

七
年
に
は
二
五
○
○

万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
超
の
実
績

が
確
実
視
さ
れ
る
。

遂
に
香
港
を
捉
え
て

世
界
第
二
位
に
躍
進

す
る
見
通
し
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
に
浦
東
の
外
高
橋
コ
ン
テ
ナ
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
の
上
海
港
は
、

長
江
の
支
流
・
黄
浦
江
に
あ
っ
た
。
狭
い
河
川
港

に
あ
っ
て
、
一
九
九
○
年
代
以
降
の
コ
ン
テ
ナ
船

大
型
化
の
圧
力
に
耐
え
な
が
ら
近
代
化
を
成
し
遂

げ
た
。
上
海
港
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
は
一
九
七
六
年

に
日
本
船
社
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
一
九
八
四
年

に
黄
浦
江
・
呉
淞
に
最
初
の
コ
ン
テ
ナ
専
用
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
建
設
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
ま
で
に
一

○
バ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
た
が
、
世
界
の
船
舶
の
大

型
化
は
急
速
で
あ
っ
た
。
一
九
九
四
年
に
は
中
国

国
営
海
運
コ
ス
コ
も
三
八
○
○
個
型
（
五
万
ト
ン

級
）
を
欧
州
の
造
船
所
で
建
造
し
上
海
に
入
港
さ

せ
た
。
全
長
三
○
○
メ
ー
ト
ル
近
い
巨
大
船
で
あ

る
。
川
幅
五
○
○
メ
ー
ト
ル
程
度
の
黄
浦
江
に
入

港
さ
せ
る
こ
と
は
操
船
上
も
荷
役
作
業
上
も
無
理

が
あ
っ
た
が
、
上
海
港
の
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
経
営
を
香
港
・
ハ
チ
ソ
ン
グ
ル
ー
プ
と
の
合
弁

に
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
可
能
に
し
た
と
言
え
る
。

上
海
は
一
九
九
三
年
に
鄧
小
平
主
導
の
政
治
的
決

主
導
の
政
治
的
決

の
政
治
的
決

断
に
よ
り
、
李
嘉
誠
氏
が
率
い
る
香
港
長
江
グ
ル

ー
プ
の
ハ
チ
ソ
ン
と
、
当
時
の
全
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
合
弁
化
し
て
運
営
を
任
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
開
放
は
全
国
に
先
駆
け
て
の
第
一
歩
で
あ
っ

た
。一

九
九
四
年
、
外
高
橋
第
一
期
コ
ン
テ
ナ
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
こ
は
長
江
本
流

の
南
岸
で
あ
り
充
分
な
広
さ
が
あ
る
。
水
深
の
問

題
が
あ
っ
た
が
、
世
界
の
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
は
許

す
限
り
の
喫
水
調
整
を
し
て
、
大
挙
し
て
入
港
し

始
め
た
。
そ
し
て
第
二
期
か
ら
第
五
期
タ
ー
ミ
ナ

ル
建
設
が
続
行
さ
れ
、
二
○
○
五
年
ま
で
に
外
高

橋
に
合
計
一
六
バ
ー
ス
の
大
型
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
そ

の
陣
容
を
整
え
た
。
上
海
港
は
黄
浦
江
か
ら
長
江

へ
「
脱
皮
」
し
た
。

②
航
路
深
水
化
と
国
際
港
湾
運
輸
セ
ン
タ
ー
戦

略
船
舶
大
型
化
に
伴
い
、
長
江
口
入
港
航
路
を
大

々
的
に
浚
渫
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
河
口
の
バ
ー

は
浅
く
、
最
も
深
い
水
路
「
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
で
さ
え
水
深
は
七
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
当
局
は
三
○
年
来
の
水
流
変
転

を
調
査
し
、
沈
泥
を
防
ぐ
「
導
流
堤
」
工
法
を
考

案
し
た
。
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
整
備
計
画
は
一

九
九
四
年
に
国
務
院
で
批
准
さ
れ
、
一
九
九
八
年

に
着
工
し
た
。
こ
れ
は
水
深
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル

ま
で
浚
渫
す
る
工
法
で
あ
り
、
総
工
費
一
三
○
億

元
の
難
工
事
で
あ
っ
た
。

次
い
で
展
開
し
た
戦
略
が
、
上
海
港
を
長
江
デ

ル
タ
の
港
湾
物
流
セ
ン
タ
ー
と
す
る
「
上
海
国
際

航
運
中
心
」（
国
際
港
湾
運
輸
セ
ン
タ
ー
）
建
設

政
策
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
の
国
務
院
決
定
に
よ

り
、
上
記
「
長
江
口
航
路
深
水
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
必
要
性
が
明
確
と
な
り
、
遅
れ
て
い
た
施
工

必
要
性
が
明
確
と
な
り
、
遅
れ
て
い
た
施
工

性
が
明
確
と
な
り
、
遅
れ
て
い
た
施
工

が
、
一
九
九
八
年
に
着
工
し
た
。

本
来
、
長
江
口
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
浚
渫
立
案
当
時

は
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
を
六
○
○
○
個
（
七

万
ト
ン
型
）
と
想
定
し
て
水
深
問
題
に
対
処
す
る

は
ず
で
あ
っ
た
が
、
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
一

は
、
一
、
一

万
二
○
○
○
個
（
一
五
万
ト
ン
型
）
時
代
の
到
来

が
間
近
に
迫
っ
て
い
た
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
の
増

世界ランク 港湾名 取扱量（万 TEU） 増減率％

1 シンガポール 2479 6.9

2 香港 2323 3.6

3 上海 2171 20.0

4 深�� 1847 14.0

5 釜山 1203 1.6

6 高雄 977 3.2

7 ロッテルダム 960 4.0

8 ドバイ 892 17.1

9 ハンブルグ 886 9.6

10 ロスアンゼルス 847 13.2

11 青島 770 22.2

13 寧波��山��山�山 706 35.8

15 広州 660 41.0

18 天津 590 22.9

22 厦門 402 20.2

23 東京 366 2.0

26 大連 321 21.0

連雲港 130 30.0

中山港 117 9.1

表 ������� ������������������� ������������������� ���������������� ������������������������
グ世界上位と中国 ����� ��

（��）���������������� �������������（���.07）.��）���������������� �������������（���.07）.）���������������� �������������（���.07）.���������������� �������������（���.07）.（���.07）.���.07）.）..

図 ������������������� �������������������� ������ ����� �����
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加
は
予
測
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。「
待
っ
た
な

し
」
の
水
深
問
題
は
一
九
九
八
年
に
「
洋
山
港
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想
へ
と
発
展
し
た
。

③
洋
山
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

長
江
口
航
路
浚
渫
着
工
と
前
後
し
て
、「
洋
上

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
計
画
が
進
行
し
て
い
た
。
対
象
場

所
は
、
舟
山
群
島
西
北
端
に
浮
か
ぶ
大
洋
山
・
小

洋
山
の
小
島
嶼
海
域
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ナ
船
が
一

万
個
型
へ
向
か
う
変
化
を
い
ち
早
く
読
み
取
っ
た

上
海
港
は
、
外
高
橋
で
は
数
年
内
に
対
応
で
き
な

く
な
る
と
即
断
し
、
一
九
九
九
年
に
急
遽
、
洋
山

港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
を
決
定
し
た
。
一
○
○
○

億
元
の
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
江
沢
民
政
権
を

江
沢
民
政
権
を

政
権
を

バ
ッ
ク
に
第
一
○
次
五
カ
年
計
画
の
重
要
項
目
と

な
り
、
二
○
○
二
年
の
着
工
か
ら
驚
異
的
な
速
さ

で
工
事
を
進
め
、
二
○
○
五
年
末
の
開
港
（
第
一

期
五
バ
ー
ス
）
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。

ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
上
海
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
急

上
昇
を
続
け
た
。
一
九
九
五
年
に
作
成
し
た
二
○

一
○
年
の
予
測
は
八
○
○
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
あ
っ
た
が
、

今
で
は
そ
の
数
字
は
三
○
○
○
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
書
き

換
え
ら
れ
、
洋
山
港
拡
充
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。洋

山
港
は
三
つ
の
機
能
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
洋
山
深
水
港
区
、
東
海
大
橋
、
芦
潮
港
物

流
園
区
の
三
機
能
複
合
港
湾
で
あ
る
。
洋
山
深
水

港
区
は
、
小
洋
山
・
大
洋
山
を
足
場
と
し
て
合
計

五
二
バ
ー
ス
の
岸
壁
埠
頭
を
建
設
す
る
も
の
で
あ

る
。
行
政
区
は
浙
江
省
で
漁
民
が
住
む
僻
地
で
あ

む
僻
地
で
あ

僻
地
で
あ

る
。
陸
地
か
ら
三
○
キ
ロ
沖
に
あ
り
、
強
風
、
海

霧
が
発
生
し
潮
流
の
激
し
い
海
域
で
あ
る
か
ら
常

識
で
は
あ
り
え
な
い
建
設
場
所
で
あ
っ
た
。
白
羽

の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
は
、
そ
こ
が
上
海
市
沿
岸

に
最
も
近
い
「
深
水
区
」
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

設
計
プ
ラ
ン
（
図
（
図
2
）
は
、
東
西
に
伸
び
る
長

は
、
東
西
に
伸
び
る
長

さ
約
一
○
キ
ロ
の
岸
壁
埠
頭
を
南
北
二
本
建
設
す

る
。
前
期
工
事
は
北
側
の
小
洋
山
島
を
核
に
、
第

一
期
を
二
○
○
五
年
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
翌
年

に
は
第
二
期
（
四
バ
ー
ス
）
も
稼
働
、
続
け
て
第

三
期
（
七
バ
ー
ス
）
を
二
○
○
七
年
か
ら
二
○
○

八
年
に
か
け
て
建
設
す
る
。
第
四
期
以
降
二
○
一

す
る
。
第
四
期
以
降
二
○
一

る
。
第
四
期
以
降
二
○
一

二
年
ま
で
に
合
計
三
○
バ
ー
ス
に
拡
大
す
る
計
画

で
あ
る
。

後
期
工
事
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
公
表

で
あ
る
が
、
南
側
の
大
洋
山
島
を
基
部
と
し
て
東

西
方
向
に
岸
壁
埠
頭
を
延
長
し
、
二
○
バ
ー
ス
前

後
を
増
設
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
鉄
道
併

設
の
第
二
東
海
大
橋
を
架
橋
し
、
洋
山
港
だ
け
で

三
○
○
○
万
個
の
コ
ン
テ
ナ
物
流
イ
ン
フ
ラ
を
充

実
さ
せ
る
計
画
と
言
わ
れ
る
。

東
海
大
橋
は
陸
地
・
芦
潮
港
か
ら
三
二
・
五
キ

ロ
の
高
速
道
路
橋
で
あ
り
、
洋
山
港
の
生
命
線
で

あ
る
。
片
側
三
車
線
、
時
速
八
○
キ
ロ
の
設
計
で
、

交
通
安
全
対
策
に
は
万
全
が
期
さ
れ
て
い
る
。
救

急
体
制
、
降
雪
時
の
除
雪
、
溶
雪
車
、
撒
塩
車
を

配
備
し
、
大
橋
上
で
の
停
車
禁
止
、
ラ
ン
プ
点
灯

義
務
な
ど
の
交
通
管
理
規
定
を
設
け
た
ほ
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
橋
通
行
状
況
、
気
温
・
風
速

な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

芦
潮
港
物
流
園
区
は
、
洋
山
港
区
に
平
地
が
な

く
埠
頭
背
後
の
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
な
い
た
め
、
コ

ン
テ
ナ
保
管
、
検
査
、
修
理
、
コ
ン
テ
ナ
詰
め
作

業
上
屋
（
Ｃ
Ｆ
Ｓ
）、
危
険
品
・
特
殊
貨
物
保
管

な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ヤ
ー
ド
と
税
関
施
設
を

陸
地
側
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
荷
主
、
メ
ー

カ
ー
、
船
社
、
商
社
な
ど
の
流
通
保
管
・
選
別
加

工
倉
庫
な
ど
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
施
設
の
広
大

な
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
た
洋
山
港
独
特
の
港
湾
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
。
物
流
園
区
の
一
部
を
区
切
り
、
中

国
最
初
の
「
保
税
港
区
」
と
し
た
。
内
外
の
著
名

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
企
業
が
入
り
、
サ
ー
ド
・
パ
ー

テ
ィ
ー
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
３
Ｐ
Ｌ
）、
貿
易
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
業
務
、
通
関
、
保
険
業
務
な
ど
を

行
う
。
保
税
港
区
設
置
は
、
長
江
か
ら
コ
ン
テ
ナ

船
が
直
接
洋
山
港
に
着
岸
し
、
母
船
へ
の
積
替
え

を
行
う
作
業
を
容
易
に
す
る
。

作
業
を
容
易
に
す
る
。。

発
展
計
画
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
港
湾
の
後
背
地

に
「
臨
港
新
城
」
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
三

○
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
産
業
経
済
開

メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
産
業
経
済
開

の
広
大
な
産
業
経
済
開

発
区
を
設
け
、
一
部
の
重
機
製
造
工
場
や
物
流
施

設
は
既
に
稼
動
を
開
始
し
た
。
臨
港
新
城
の
中
に

人
工
都
市
「
海
港
新
城
」
を
建
設
し
、
商
業
、
住

宅
、
文
化
、
観
光
地
区
と
す
る
設
計
で
あ
り
、
既

に
建
設
さ
れ
た
住
宅
は
不
動
産
投
資
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
。

●
寧
波
港
の
発
展
戦
略

①
コ
ン
テ
ナ
劣
勢
挽
回
へ
の
始
動

浙
江
省
・
寧
波
港
は
孫
文
の
頃
よ
り
発
展
性
が

着
目
さ
れ
て
い
た
中
国
一
の
天
然
の
良
港
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
九
○
年
代
ま
で
の
浙
江
省
の
コ
ン

図 ���長江デルタの湾�

江蘇省

上海外高橋

上海市 臨港新城

東海大橋
杭州湾大橋 洋山港

寧波北侖浙江省
舟山
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テ
ナ
港
湾
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
上
海
港
に
依
存

し
て
き
た
。

港
湾
建
設
が
二
○
○
○
年
ま
で
低
迷
し
た
背
景

に
は
、
上
海
港
の
ハ
ブ
・
ポ
ー
ト
戦
略
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
水
深
不
足
の
上
海
港
か
ら
大
型
コ
ン
テ

ナ
船
が
寧
波
港
に
移
る
の
を
恐
れ
て
打
ち
出
さ
れ

た
対
策
で
あ
る
、「
上
海
国
際
航
運
中
心
」
策
定

戦
略
で
あ
る
。
長
江
デ
ル
タ
の
港
湾
整
備
は
上
海

を
最
優
先
し
、
寧
波
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
は
抑

制
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

寧
波
の
コ
ン
テ
ナ
港
湾
の
発
展
は
、
二
○
○
一

年
に
香
港
ハ
チ
ソ
ン
を
迎
え
入
れ
、
北
侖
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
三
バ
ー
ス
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
年
に

は
一
二
一
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
達
し
大
連
と
並
ん
だ
も
の

の
、
上
海
の
六
三
四
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
は
比
較
に
な
ら

な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
上
海
は
洋
山
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
確
定
し
た
た
め
、
寧
波
は
よ
う
や
く
上
海
の

呪
縛
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
政
策
と
、「
中
国
港
湾
法
」

に
基
づ
く
外
資
導
入
奨
励
政
策
が
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
機
に
乗
じ
た
寧
波
港
は
、
一
気
に
拡
張
建
設

を
始
め
た
。

寧
波
港
は
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
綜
合
運
輸

研
究
所
に
港
湾
発
展
戦
略
の
調
査
研
究
を
依
頼
し
、

基
本
的
な
発
展
指
針
を
作
っ
た
。
こ
の
指
針
で
は
、

寧
波
港
が
舟
山
港
と
一
体
化
し
、
西
は
金
塘
島
か

し
、
西
は
金
塘
島
か

、
西
は
金
塘
島
か

ら
東
は
六
横
島
に
か
け
て
の
直
径
約
五
○
キ
ロ
圏

の
広
域
港
湾
建
設
プ
ラ
ン
が
書
き
込
ま
れ
た
。

②
外
資
導
入
と
コ
ン
テ
ナ
激
増

寧
波
港
は
積
極
的
に
外
資
を
導
入
し
た
。
二
○

○
一
年
に
北
侖
三
期
（
四
バ
ー
ス
）
を
増
設
し
港

務
局
自
営
と
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
外
資
合
弁
の

ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
た
。
東
部
・
穿
山
半
島
を
開
発

し
、
九
バ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
順

次
建
設
中
で
あ
り
、
欧
州
船
社
と
の
合
弁
で
二
○

○
五
年
ま
で
に
北
侖
四
期
四
バ
ー
ス
を
竣
工
し
た
。

続
く
五
期
五
バ
ー
ス
は
寧
波
港
、
香
港
船
社
、
中

国
船
社
コ
ス
コ
、
中
国
国
家
投
資
交
通
公
司
な
ど

コ
ス
コ
、
中
国
国
家
投
資
交
通
公
司
な
ど

、
中
国
国
家
投
資
交
通
公
司
な
ど

多
数
の
企
業
と
の
合
弁
で
建
設
中
で
あ
る
。

他
方
、
二
○
○
五
年
か
ら
二
○
○
七
年
に
か
け

て
、
北
侖
の
大
榭
島
に
香
港
招
商
局
、
大
榭
Ｃ
Ｉ

榭
島
に
香
港
招
商
局
、
大
榭
Ｃ
Ｉ

島
に
香
港
招
商
局
、
大
榭
Ｃ
Ｉ

榭
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
、
寧
波
港
務
局
の
合
弁
で
四
バ
ー
ス
を
建

設
し
、
三
バ
ー
ス
が
稼
動
中
で
あ
る
。
北
侖
に
位

置
し
な
が
ら
、
港
湾
経
営
は
寧
波
港
務
局
か
ら
分

離
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
。

水
深
に
恵
ま
れ
た
寧
波
港
の
コ
ン
テ
ナ
港
湾
整

備
が
進
む
に
つ
れ
、
船
型
大
型
化
が
速
い
欧
州
航航

路
船
の
寄
港
が
増
え
、
取
扱
量
が
急
上
昇
し
、
二

船
の
寄
港
が
増
え
、
取
扱
量
が
急
上
昇
し
、
二

○
○
六
年
に
は
前
年
比
三
六
％
増
の
七
○
六
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
を
記
録
し
全
国
第
四
位
（
世
界
一
三
位
）
に

な
っ
た
。

③
舟
山
港
の
大
併
合

二
○
○
六
年
一
月
一
日
、
寧
波
港
は
舟
山
港
を

併
合
し
、
二
○
一
五
年
ま
で
に
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
三
○
バ
ー
ス
を
建
設
す
る
こ
と
が
「
寧
波

舟
山
港
湾
一
体
化
促
進
協
議
覚
書
」
に
明
記
さ
れ

た
。
と
り
わ
け
金
塘
島
は
寧
波
北
侖
の
西
部
に
位位

置
し
、
水
深
が
深
く
、
市
街
地
に
近
い
と
い
う
利

し
、
水
深
が
深
く
、
市
街
地
に
近
い
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
数
年
内
に
は
中
核
タ
ー
ミ
ナ
ル
群
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
。

現
行
計
画
ど
お
り
建
設
が
進
め
ば
、
寧
波
港
は

年
間
二
○
○
○
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
規
模
の
巨
大
コ
ン
テ
ナ

・
ハ
ブ
・
ポ
ー
ト
に
な
り
、
も
は
や
上
海
の
補
完

を
通
り
越
し
、
上
海
港
を
脅
か
す
競
合
港
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
寧
波
の
挑
戦
を
受
け
て
立
つ
上

海
は
、
ど
の
よ
う
な
知
恵
と
政
略
を
駆
使
し
、
上

海
港
へ
の
影
響
を
抑
え
、
目
論
見
ど
お
り
に
洋
山

港
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
く
か
、
注
目
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

④
挑
戦
的
イ
ン
フ
ラ
│
杭
州
湾
跨
海
大
橋

大
規
模
港
湾
イ
ン
フ
ラ
建
設
計
画
の
裏
に
は
、

江
蘇
省
や
上
海
市
の
貨
物
を
誘
引
す
べ
く
杭
州
湾

跨
海
大
橋
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
杭
州

湾
が
Ｖ
字
型
に
食
い
こ
む
銭
塘
江
河
口
を
、
北
岸

（
嘉
興
）
か
ら
南
岸
（
慈
渓
）
に
全
長
三
六
キ
ロ

の
バ
イ
パ
ス
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
架
橋
し
、
現
在
三
七

○
キ
ロ
の
上
海
か
ら
の
走
行
距
離
を
一
二
○
キ
ロ

短
縮
す
る
。
二
○
○
三
年
六
月
に
着
工
し
二
○
○

八
年
六
月
ま
で
に
は
開
通
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
長
江
デ
ル
タ
最
大
の
貨
物
源
で
あ
る
江

蘇
省
・
蘇
州
方
面
か
ら
は
二
○
○
キ
ロ
も
短
縮
さ

れ
る
。
蘇
州
〜
寧
波
は
二
時
間
半
程
度
の
走
行
圏

内
と
な
り
、
寧
波
港
ま
で
の
走
行
時
間
と
コ
ス
ト

が
洋
山
港
と
大
差
は
な
く
な
る
。
か
な
り
の
貨
物

が
、
こ
れ
ま
で
利
用
し
た
上
海
港
か
ら
寧
波
港
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
杭
州

い
く
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
杭
州
杭
州

湾
跨
海
大
橋
は
、
洋
山
港
と
寧
波
港
の
貨
物
争
奪

戦
を
激
化
さ
せ
、
長
江
デ
ル
タ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
を
変
貌
さ
せ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
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／
中
国
港
湾
物
流
研
究
会

代
表
）
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